
デンマークに生まれた童話の王様アンデルセンは、 1 8 3 5年に初めて子ども向けの
お話を集めた小品を世に送り出しました。ここから北欧児童文学が開花します。

ヤンソンの「ムーミン」、リンドグレーンの「ピッピ」を経て、新しいかたちの

児童文学が次々と形成されていきます。今回はアンデルセン時代から語り継がれ

ているテーマ「死生観」に焦点を当て、現代の作家がこのテーマをどのように子

どもに伝えようとしているのかを考えてみたいと思います。

田邉  欧
専門分野は近・現代北欧文学。研究テーマは現代デンマーク文学、アンデルセンに

関する研究、北欧モダニズムなど。

（大阪大学大学院  人文学研究科  外国学専攻  教授）

現代北欧児童文学にみる死生観 3月 1 6日
   開催！
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会場は大阪大学

箕面キャンパス

   です！

【日時】 2 0 2 3年 3月 1 6日  (木 )  1 9 : 0 0 - 2 0 : 0 0  
【場所】大阪大学  箕面キャンパス  1 F  大講義室
大阪府箕面市船場東 3丁目 5－ 1 0  
またはオンライン（参加者にはリンクをお知らせします）

   ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オンライン開催のみとなる場合があります。

【お申込受付期間】 2 0 2 3年 3月 3日～ 1 3日（平日 9～ 1 7時）
下記のU R L／右記のQ Rコードの登録フォームにて
h t t p s : / / f o r m s . o f f i c e . c o m / r / h 6 b a u s c q C B
または大阪大学外国語学部  ☎  0 7 2 - 7 3 0 - 5 0 1 3
✉  j i n b u n - m i n o h - j i g y o @ o f f i c e . o s a k a - u . a c . j p  

 ※ 1 4日を過ぎても連絡メール不着の場合は、担当者までお知らせください。

【参加費】無料

主催：大阪大学外国語学部 
協力：みのお市民活動センター

☜ 登録フォームはこちら


